
       

 

    

 

 

                                                                                                       

                         

     

          

 

 

 

 

 

 

 

   

日 月 火 水 木 金 土

9/1
休館

2
正○
共◎

3
正○
共◎

4
正○
共◎

5
正○
共◎

6
正○
共◎

７
休館
本校

オープンスクール

８
休館

９
正○
共◎

１０
正○
共◎

１１
正○
共◎

１２
正○
共◎

１３
正○
共◎

１４
休館
中学校

学校説明会

１５
休館

１６
休館

１７
正○
共◎

１８
正○
共◎

１９
正○
共◎

２０
正○
共◎

２１
休館
本校

入試プレテスト

２２
休館

２３
休館

２４
正○
共◎

２５
正○
共◎

２６
正○
共◎

２７
正○
共◎

２８
共△

２９
休館

３０
正○
共◎

★９月の開館予定表 （変更になることもあります） 開館時間   

正（正道館学習室） 共（共生図書館） 

〇7：00～17：00  ◎9:00～19：30  △8：30～17：00 

★９月の開館予定（変更になることもあります） 

 明照学園 樹徳高等学校・中高一貫校       令和６年９月       
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５８ 

9/28（土）8：30～17：00 開館します 

✿1学期の多読者  

中 1-2  Ｓ．Ｋ.さん 

〃1-1  Ｔ．Ｋ.さん 

〃1-1  Ｈ．Ｎ.さん 

高 4-1  Ｒ．Ａ.さん 

中 1-1  Ｒ．Ｉ.さん 

高 1Ｓ２ Ｙ．Ｉ.さん 

中 1-2  Ｔ.Ｋ.さん 

中 1-1  Ｋ．Ｈ.さん 

高 1Ｓ２ Ｓ．Ｋ.さん 

中 2-2  Ｍ．Ｙ.さん 

高 4-2  Ｋ．Ｈ.さん 

Ｐａｒｉｓ2024  Ｏｌｙｍｐｉｃ Ｇａｍｅｓ  

3 冠に輝いた「体操の岡慎之助」選手 

  と読書についての新聞記事です 

言葉の力 岡を頂上に 

   読んで書いて見つけた自分  

少年時代、自分の気持ちや考えを言葉で監督

に伝えることが出来なかった岡慎之助選手。 

18 歳の春、重傷を負い手術して練習が出来な

い時間を使って本を読み、感想文を書く事を

監督達から勧められた。1 週間に１冊ほどの

ペースで計 20 冊。人生の谷にいる時の考え

方など先人の知恵を吸収していった。自分で

選んだ本の感想をＡ4 用紙に綴った。練習に

復帰すると言葉が少しずつ出てくるようにな

った。演技の成功、失敗の要因を説明できる

ように。（8/2 朝日新聞の記事より抜粋） 

読書によって寡黙な少年が、自分の気持ちを言葉で

表現できるようになり、飛躍的に成長。その結果、

今回の金メダルへとつながったという隠れた一面

をクローズアップした記事でした。いい、エピソー

ドです。 

 

✿第３回桐生市立図書館長杯「ビブリオバトル」 

     樹徳中から３名が出場しました！ 

２年 磯香音さん『赤ずきん旅の途中で死体と出会う』 

                     （青柳碧人・著） 

 

 

 

２年 吉田智絵さん『世界を震撼させた女毒殺者たち上・下』 

   （リサ・ぺリン著） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年 稲垣真菜さん『白鳥とコウモリ』（東野圭吾・著） 

 

 

 

他の参加校生徒の紹介本です 

中央中 2 年生『光とともに・・・・①』（戸部けいこ・著） 

清流中 2 年生『授乳』（村田沙耶香・著）☆チャンプ本 

〃   『キノの旅』（時雨沢恵一・著） 

〃   『同志少女よ、敵を撃て』（逢坂冬馬・著） 

               

世界の有名童話を題材に、新しい切り口で主人公を描き

だしたミステリ。登場人物の１人シンデレラが口にする

言葉を、表現力たっぷりにプレゼンした磯さんでした。 

実在者の毒殺事件の真相と時代背景を探った

興味深い１冊。事件の裏側には夫に暴力をふ

るわれ続け毒殺の道を選択してしまった女性

の地位の低かった時代の悲哀も記されていま

す。吉田さんは毒殺や毒殺者には賛成も共感

もないが、もし彼女たちが現代に生まれてい

たら違っていたかもしれないと歴史に思いを

馳せられた本だったと語っています。 

恋の相手は人

間だけではな

い！ぬいぐる

みに依存する

女子二人の話。

村田沙耶香の

筆致が光る短

編小説集。 

 

的な物語。 

ある事件の容疑者の息子と被害者の娘という、本来なら敵対するはずの

立場であるにも関わらず、お互いに協力して真相を突き止めようとする

二人。稲垣さんはそこに興味を持ち読み始め、ビブリオに挑戦。 

https://allreviews.jp/isbn/4562074019
https://www.kinokuniya.co.jp/images/goods/ar2/web/imgdata2/large/45620/4562074027.jpg
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784575525922
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784344037731
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784062766418

